
環境審議会総合政策部会の審議状況 

 

＜第１回総合政策部会（平成 24 年 12 月 18 日）＞ 

【説明事項】 

○ 環境基本計画の改定の背景 

○ 第３次愛知県環境基本計画の取組状況 

○ 県政世論調査・モニターアンケート及び有識者ヒアリングの状況 

 

＜第２回総合政策部会（平成 25 年３月 21 日）＞ 

【説明事項】 

○ 本県の社会経済及び環境の状況 

○ 本県の各種計画に示される将来の目標等 

○ ２０３０年の愛知のあるべき姿 

（「環境首都あいち」とは、２０３０年愛知のあるべき姿（マトリックス）、 

第４次愛知県環境基本計画の基本的な方向性） 

 

＜第３回総合政策部会（平成 25 年 7 月 29 日）＞ 

【説明事項】 

○ 第４次基本計画の骨子（案） 

  ・計画の位置付け 

  ・「あいちの環境」を取り巻く現状（社会経済の状況、環境の状況） 

  ・２０３０年の「あいちの環境」のあるべき姿 

  ・「環境首都あいち」に向けた２０２０年までの環境施策の方向 

 

＜第４回総合政策部会（平成 25 年 10 月 29 日）＞ 

【説明事項】 

○ 第４次基本計画の骨子（案）及び計画の構成 

  ・目指すべき姿（計画の目標） 

  ・施策展開の方向性 

 

＜第５回総合政策部会（平成 26 年 1 月 21 日）＞ 

【説明事項】 

○ 第４次基本計画の中間とりまとめ（案） 

  ・計画全体の構成・概要 

【第５回部会における委員からの主な意見】 

○ 計画の目標、施策の展開イメージについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ マトリックスについて 

 

 

 

 

○ 2020 年度までの環境施策の方向、計画の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】愛知県環境審議会（2 月 6 日開催）における委員からの主な意見 

 

 

資料１ 

・計画の目標「県民みんなで未来へつなぐ『環境首都あいち』」について、語句を整

理すべき。 

・施策の展開イメージ図と本文中の説明との整合を図るべき。 

・施策展開イメージ図の色合い・表現について再考されたい。 

・施策展開の考え方の一つである「人づくり」を、展開イメージ図にも位置付ける

べき。 

・「全国・世界へ魅力発信」については、何を発信したいのかはっきりと記述すべき。

・国際環境協力は重要であり、記述を充実すべき。 

・一般の方になじみのない用語については、わかりやすくなるよう工夫すべき。 

・ＰＤＣＡサイクルは、各段階を矢印でつなぎ、サイクルが回っているイメージに

すべき。 

・「総合的な施策の推進」が「あいちエコアクションの推進」だけでは、マトリック

ス全体を支える内容として範囲が狭く、適当でない。「人づくりの推進」とすべき。

・「連携・協働」ではなく、「協働・共助」あるいは「連携・共助」とすべき。 

・「連携・協働」は重要なキーワードであるのに、マトリックスではうまく表現され

ていない。 

・一般県民にわかりやすい言葉遣いをすべき。 


